
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月のほけんだより 
令和 4年 7月 28日 

しんあい保育園  

  毎日危険な暑さが続きますね。保育園では熱中症に十分気を付けながら、水遊びを楽しんでいる子ども達です。 

行動制限のないこの夏、旅行など遠出の計画を立てているご家庭も多いかと思います。新型コロナウイルス感染症

も増えているので、予防対策を十分に行って身を守るようにしましょう。また、外出先では、安全に気を付け、事

故や怪我の無いよう楽しく過ごしてくださいね。 

大量に汗をかくと、脱

水症状を起こし、熱中

症の原因にもなりま

す。 

こまめな水分 

補給を心がけ 

ましょう 

こまめに汗をふいたり、

シャワーを浴びたりして、

皮膚を清潔 

に保ちま 

しょう。 

外出時は帽子をかぶ

り、日焼け止めを塗る   

などの紫外線 

対策も忘 

れずに。 

高温・多湿など条件がそろ

えば、室内でも熱中症は

起こります。エアコンを上

手に使いましょう。ただ、

冷やしすぎには要注意。

室内温度27～28℃を目安

にしましょう。 

1、水分補給 2、皮膚のケア 

3．紫外線対策 4、室温管理 

暑い夏を元気に乗り切るポイント 

 

7 月中旬から下痢や熱でお休みや早退する園児が

多く見られました。お子さんに何か体調不良があり

ましたら職員にお知らせください。 

 毎日の猛暑の中、保育園では熱中症予防対策をし

ています。水遊びでは、テントやタープを張り、日

陰で遊べるようにしています。また、外気温と湿度

をチェックして、暑さ指数（熱中症を予防する事を

目的とした指標）を確認し、活動をしています。 

子ども達は体温調節機能が未熟なために外気温・

室温・湿度・衣服・水分不足等による影響を受けや

すく、暑さで体温コントロールができなくなり、熱

が体内にこもると熱中症になることもあります。毎

日の健康観察と体調変化の早期発見に努めていま

す。 

暑い夏を乗り切るために家庭でも毎日の健康チェ

ックをお願いします。 

爪を切って清潔に！ 
水遊びもしているので、乳幼児のやわらかい肌を傷

つけないように、手だけでなく、足の爪も切るように

してください。深爪に注意しながらも、こまめに切る

ようにしましょう。 


